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桜
前
線
が
北
上
す
る
な
か
、
地
方

本
部
は
４
月
以
降
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
第
４
回
分
会
代
表
者
会
議
を
行

い
意
思
統
一
を
図
り
ま
し
た
。
会
議

は
、
第
１
６
７
回
地
方
委
員
会
を
踏

ま
え
、
各
分
会
で
の
取
り
組
み
と
成

果
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
地
方
本
部
菊
池
書
記
長
か
ら
、

委
員
会
以
降
の
経
過
及
び
４
月
以
降

の
方
針
提
起
が
行
な
わ
れ
、
①
２
０

１
２
年
春
闘
、
②
組
織
拡
大
の
取
り

組
み
、
③
分
会
運
動
に
つ
い
て
、
④

地
方
本
部
主
催
レ
ク
活
動
、
⑤
第
９

回
職
場
活
動
家
交
流
集
会
、
⑥
新
人

事
賃
金
制
度
に
お
け
る
実
態
調
査
、

⑦
そ
の
他
と
し
ま
し
た
。
特
に
組
織

拡
大
で
は
、
昨
年
の
経
験
を
活
か
し

全
機
関
が
集
中
し
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
要
請
し
ま
し
た
。

多
く
の
分
会
か
ら
は
、
４
月
以
降

の
運
動
に
つ
て
積
極
的
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

組

織

強

化

・

拡

大

、

労

働

条

件

改

善

の

闘

い

に

奮
闘
し
よ
う
！

分
会
代
表
者
会
議
を
開
催

た
声
で
津
波
警
報
が
発
せ
ら
れ
た
。
そ
の
日
の
21
時

ご
ろ
に
「
半
径
３
㌔
以
内
の
住
民
に
避
難
」
「
３
〜

10
㌔
以
内
に
は
屋
内
待
避
」
の
指
示
が
出
た
。
こ
れ

が
終
わ
り
の
見
え
な
い
原
発
震
災
の
始
ま
り
で
あ
っ

た
。
私
は
、
こ
れ
ま
で
「
原
発
ほ
ど
不
条
理
で
世
代

間
不
公
平
が
あ
り
差
別
的
な
も
の
は
他
に
な
い
・
・
・
」

と
思
い
主
張
も
し
て
き
た
。
目
に
も
見
え
ず
、
臭
い

も
し
な
い
、
味
も
し
な
い
放
射
能
に
よ
っ
て
、
何
の

落
ち
度
も
な
い
人
々
が
す
べ
て
を
放
棄
し
て
故
郷
を

去
り
、
子
供
ま
で
が
マ
ス
ク
を
し
て
逃
げ
廻
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

逆
に
、
そ
れ
を
造
り
最
も
熱
狂
的
に
推
進
し
て
き

た
人
々
が
安
全
地
帯
に
い
て
「
た
だ
ち
に
健
康
に
影

響
は
な
い
」
と
語
り
事
故
の
収
束
宣
言
を
発
し
、
再

稼
動
と
輸
出
ま
で
主
張
し
て
い
る
。

更
に
、
原
発
か
ら
遠
く
離
れ
恩
恵
（
電
気
）
を
享

受
し
て
き
た
で
あ
ろ
う
人
々
の
中
に
原
発
を
「
増
や

す
」
「
現
状
程
度
」
と
思
う
人
が
相
当
程
度
い
る
と

言
う
。
こ
の
現
実
に
言
う
べ
き
言
葉
も
な
い
。
と
報

告
し
、
改
め
て
原
発
事
故
の
悲
惨
な
状
況
を
訴
え
ま

え
ま
し
た
。

４
月
８
日
（
日
）
、
国
労
会
館

水
戸
地
方
本
部
主
催
「
第
２
回

地
方
労
働
講
座
」
を
開
催
し
、

講
師
に
石
丸
小
四
郎
氏
（
双
葉

地
方
原
発
反
対
同
盟
）
を
迎
え

講
演
を
受
け
ま
し
た
。
講
演
で

石
丸
氏
は
、
「
未
曾
有
の
原
発

震
災
に
直
面
し
て
」
の
資
料
に

基
づ
き
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

「

昨
年
の
３
月
11
日
、
14
時

46
分
、
私
は
薪
ス
ト
ー
ブ
の
前

に
い
た
。
何
の
前
ぶ
れ
も
な
く

激
し
い
揺
れ
に
襲
わ
れ
ヤ
カ
ン

が
ダ
ダ
ダ
ー
と
激
し
い
音
を
出

し
続
け
た
。
短
周
期
振
動
の
せ

い
な
の
か
ヤ
カ
ン
は
ス
ト
ー
ブ

か
ら
落
ち
な
い
。
と
っ
さ
に
火

事
を
恐
れ
蓋
を
取
り
お
湯
を
注

ぎ
込
ん
だ
。
と
に
か
く
長
く
強

烈
な
地
震
動
が
「
こ
れ
で
も
か
！
」

「
こ
れ
で
も
か
！
」
と
続
い
た
。

次
の
瞬
間
「
短
周
期
振
動
だ
、

原
発
が
ヤ
バ
イ
！
」
と
の
思
い

が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。
構
造
物
に

は
固
有
の
揺
れ
や
す
い
周
期

（
固
有
周
期
）
が
あ
る
。
原
発

の
周
期
は
０
・
１
秒
か
ら
０
・

５
秒
の
範
囲
に
あ
り
「
原
発
は

ビ
ビ
リ
振
動
に
弱
い
」
と
の
思

い
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

こ
れ
は
後
の
話
だ
が
原
子
炉

建
屋
に
い
た
労
働
者
が
「
激
し

い
揺
れ
と
共
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

壁
が
ビ
チ
ビ
チ
ブ
チ
ブ
チ
の
音

と
共
に
ひ
び
割
れ
建
屋
内
部
が

白
い
幕
に
覆
わ
れ
た
」
と
語
っ

て
い
る
。

次
い
で
、
防
災
無
線
の
緊
迫
し

石丸小四郎氏が原発震災を報告


